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マイナーアクチニド(MA)分離変換技術の有効性向上のため、技術確立までの期間、再処理高レベル廃液を

安定かつ再生可能な形態として顆粒体で貯蔵し、将来確立した MA 分離変換技術をガラス固化直前に適用す

る柔軟な廃棄物管理法に関する実用化開発について、実用化に向けた課題と開発計画を提案した。 
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1. 柔軟な廃棄物管理法と実用化に向けた課題 

今後開発されるMA分離変換技術を最大限に活

用し一層の環境負荷低減を実現するため、使用

済燃料の再処理で発生する高レベル廃液をすぐ

にガラス固化するかわりに仮焼して顆粒体を製

造し、金属製キャニスタに充填して冷却貯蔵し、

MA分離変換前に再廃液化を行うという柔軟な廃

棄物管理法を提案し、その技術的成立性を明ら

かにしてきた。[1] 

本手法の早期実用化を考えた場合、模擬廃液をるつぼ内で仮焼しただけでは元素の偏在があるため、顆粒

体の融点を一定に保つためには、仏国AVMガラス固化法において実機に採用され成立可能性の高いロータリー

キルン法をベースとして顆粒化法の開発を進め、密度や熱伝導率等の物性を確認する必要がある。冷却貯蔵

施設はガラス固化体との共用として設計するが、顆粒体自体の放射線分解及びキャニスタ材と顆粒体の長期

化学腐食について確認する必要がある。顆粒体の再廃液化においては、MA回収率を評価する事が重要で、開

発の進められている分離技術との整合性を確認する必要がある。一方、本手法の有効性については、東日本

大震災等による使用済燃料の予測発生量変化の影響を評価すると共に、FBR・ADSサイクルにおける本手法の

有効性について評価する必要がある。 

2. 柔軟な廃棄物管理法と実用化開発計画 

 実用化開発では、ロータリーキルン法顆粒

化試験及び加圧/加熱高密度化試験等により

実用的な顆粒体製造技術開発を行うと共に、

製造した模擬廃棄物顆粒体の基礎特性試験

結果を基に、顆粒体貯蔵設備設計、長期貯蔵

の材料化学的安定性や収納キャニスタの健

全性評価、廃液再生確認試験等により柔軟な

廃棄物管理法の実用化に向けた技術開発を行う。また、廃棄物処理処分条件等が変化した場合の潜在的有

害度や処分場面積の低減効果を評価して柔軟な廃棄物管理法の有効性を確認すると共に、MA含有燃料の発

熱量減少により燃料製造の信頼性・経済性向上に寄与する可能性について評価する。これらの実用化開発

では、実廃液を用いた実証試験に早期に進める見込みを得る事を目標とする。 
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図１ 柔軟な廃棄物管理法[1] 

 
図２ 柔軟な廃棄物管理法の実用化ロードマップ 
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